
(1) メリット・デメリットは種々あるが、地域の実情に応じた小中一貫教
育の取り組みが必要。全国的な取り組みは。

(2) 筑紫野市の取り組みは、どうなっていますか。

空き家・空き地対策
について

(1) 放置空き家・空き地が社会問題化している現在、筑紫野市の空き家・
空き地の所有者は把握されていますか。

(2) 固定資産税制の法改正が急務と思われますが筑紫野市としての対応
は。

(1) 市民に向けて、どのような取り組みがあるのか。

(2) 事業者に向けた啓発について

(3) 市役所内部の取り組みについて

2 (1) セキュリティ対策について

(2) 市で利用するデータについて

(3) 市民への周知はどうするのか。

3(10番)
　阿部　靖男

(1) 基本事業の充実について

(2) 任意事業の実施状況について

(1) 同対審答申に対する評価について

(2) 職員への周知及び研修について

4(5番)
　波多江　祐介

(1) 投票率が下がっている傾向にあるが、市の現状と分析について

(2) 選挙権が１８歳以上へ引き下げられたが、市の今後の対応について

(1) 全国的に自然災害が頻繁に発生している状況だが、避難時の食料など
の備蓄状況は。

(2) 自主防災組織活動状況について

5（18番）
　上村　和男

1 (1) 外部評価システムの評価について

(2) 外部評価システムの見直し検討は考えられているのか。

(3) 第五次総合計画ではどのように考えていくつもりか。

2 (1) 地域コミュニティ協議会の現状と課題について

(2) 地域コミュニティ協議会の位置づけ、役割について

(3) 地域コミュニティ協議会の今後の運営について

6（7番）
 宮﨑　吉弘

1 (1) 介護保険の利用者、負担者の人口の推移について

(2) 生活支援・介護予防の充実について

(3) 認知症施策の推進について

(4) 今後の介護人材の確保の見通しについて

2 防災対策について

介護人材の確保につ
いて

質　問　題　目

1

セクシュアル・ハラ
スメントについて

同和対策審議会答申
５０年について

小中一貫教育の推進
について

2（17番）
　辻本　美惠子

統一地方選挙につい
て

1（12番）
　中山　雄夫

外部評価システムに
ついて
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1 生活困窮者自立支援
法について

2

2

1

マイナンバーシステ
ムについて

1
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7（9番）
　西村　和子

1 (1) 直近５年間の国保の赤字の推移について

(2) 各課の連携した取り組みについて

8(2番)
　城間 広子

1 安全保障法制につい
て

(1) 現段階における安全保障法制に関する国民世論と、政府の対応につい
て、市長はどう考えるか。

2 (1) 4月からの介護報酬の大幅引き下げとその影響について

(2) 介護保険サービス利用料が所得等によって、1割から2割に負担増とな
る問題について

(3) 特別養護老人ホームなどの利用者負担が所得等によって、軽減措置が
縮小される問題について

(4) 要支援のホームヘルプ、デイサービスの市町村「総合事業」への移行
について

3 国民健康保険への国
の保険者支援制度に
ついて

(1) 国の各市町村への保険者支援制度（今年度約１７００億円）について、本市
の支援金はどの程度か。

4 (1) 全ての子どもの健全育成について

(2) 少年期人権啓発事業について、事業の目的、対象団体、指導教職員
数、年間指導日数、啓発事業の財源について

9(1番)
　古賀　新悟

(1) 「番号通知カード」が送付されるが、業務上の混乱について、窓口の
体制など準備は、整っているのか。

(2) 市民の不安・疑問についてきちんと答えられる状況はできているの
か。

(3) 業務効率が上がると強調されているが、本市は行政の効率化が可能と
考えているのか

(4) 通知カードは、印刷や袋詰めの作業などを含め、発送は誰が担うの
か、どのような経路を経て住民に届くのか。

(5) マイナンバー制度導入に伴い、新たな本市の財政負担の内容は。

(1) 就学援助の支給について現行基準を維持するとともに、国に自治体間
格差が出ない制度とするよう求めるべき。

(2) 入学準備金の前倒し支給を求めるが本市の対応は。

10(3番)
　白石　卓也

1 (1) パブリックコメントにおいて、どのような方法で回答を行うか。

(2) パブリックコメントは行政にどのように関って行くのか。

2 (1) いわゆるサイバー攻撃に対する、現状と対策について

(2) セキュリティ対策の教育について

3 (1) 新たな商業施設の建設計画はどうなっているか。

(2) 交通や環境に対する対策はどうなっているか。

(3) 新たな計画に対して、住民に対する周知について

国保の赤字削減対策
について

全ての子どもの健全
育成と少年期人権啓
発事業について

新たな商業施設の建
設計画について

パブリックコメント
について

セキュリティ対策に
ついて

2 就学援助（入学準備
金）について

介護保険制度の公的
拡充を

マイナンバー制度に
ついて

1
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11（15番）
　田中　允

1 (1) 今年の成績結果と成果について

(2) 今後の課題について

(3) 小中学校毎の上位１０％と下位１０％の平均点の偏差について等々。

2 (1) 各文化団体の設立は、それぞれの経過や歴史があるが、市の文化団体
の現状と育成の基本方針はどの様になっているのか。

(2) 市の助成金等はどのような基準で決められているのか。

3 (1) 少子・高齢化等による限界集落について市はどの様に捉えているの
か。

(2) 中山間地対策の必要性（案）はあるのか等々。

12(8番)
　山本　加奈子

(1) 算数ボックス（おけいこ道具）を教材として公費負担にしてはどう
か。

(2) スマートフォントラブルについては、子どもが主体となった解決策の
取り組みにしてはどうか。

(3) 移動式赤ちゃんの駅の導入について

1

筑紫野市文化協会等
市内の各文化団体の
育成振興はどの様に
なされているのか

市内にも限界集落に
陥る様な行政区も出
て来るのでは

全国学力テストにつ
いて

子育てに優しいまち
づくりについて
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